
製造業における
リスクアセスメント講習会

令和５年６月２１日（水）１４：３０～

中野地域職業訓練センター 多目的ホール

中野労働基準監督署

1



リスクアセスメントについて

中野労働基準監督署
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本日お話ししたいこと

（１）リスクアセスメント（RA）とは？

（２）RAの実施方法

（３）実際にRAしてみましょう【演習】

（４）その他
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本日お話ししたいこと

（１）リスクアセスメント（RA）とは？

（２）RAの実施方法

（３）実際にRAしてみましょう【演習】

（４）その他

4



5

「危険性・有害性をピックアップして、数値化し
て、順番に、対策しましょう」

（１）リスクアセスメント（ＲＡ）とは？
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ＲＡの法律上の立ち位置

①労働安全衛生法第２８条の２

 →（第１項）実施とリスク低減措置が努力義務

 →（第２項）厚生労働大臣が「指針」を公表

②危険性又は有害性等の調査等に関する「指針」

 →ＲＡを具体的にどう実施すべきかが記載されている

（１）リスクアセスメント（ＲＡ）とは？



本日お話ししたいこと

（１）リスクアセスメント（RA）とは？

（２）RAの実施方法

（３）実際にRAしてみましょう【演習】

（４）その他
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（本講習では）以下の表を順番に記載していきます

（２）RAの実施方法

②①
⑥④③ ⑤ ⑦ ⑧
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①危険有害要因

・全作業ＲＡできないので、作業を絞りましょう。

・以下を参考にして、対象作業を絞った後、作業
ごとに危険有害要因を特定していきましょう

 過去労働災害事例、ヒヤリハット事例、労働者が日常不安を感じて
いる作業（意見聴取）、非定常作業、操作が複雑な機械設備を使用
する作業、作業手順書、取扱説明書、社外の災害統計（一般的な災
害発生の傾向を把握するため）、（化学物質）ＳＤＳ、作業環境測
定結果

（２）RAの実施方法



10

①危険有害要因

・５Ｍ分析

（２）RAの実施方法
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②発生のおそれのある災害

・実際に発生した災害事例を参照する

・起こりそうな災害を思い浮かべる

（２）RAの実施方法
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③現存リスク

・ケガの程度、ケガの可能性、頻度、総点数、リ
スクレベルを記入。

・リスク見積法は

 色々ある。

（２）RAの実施方法
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④優先順位

・あらかじめ、基準を決めてそれに従い決定する

・組織的に検討して決定する

（２）RAの実施方法
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⑤対策の内容

 どんな対策を考えればよいのか？

（２）RAの実施方法



人（不安全行動）＋ 危険要因（不安全状態）

＝災害発生!!

＝災害発生
15

災害発生の仕組み



危険源を隔離した状態を構築する。
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ヒヤリハット⇒危険に接近したが、
ギリギリで逃げられた場合
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つまり安全対策とは、

★★★危険源そのものを「なくす」。

⇒本質的安全化

★★危険源を「隔離」する。

⇒物的対策（防護柵・土留等）

★危険源に「近づかせない」。（エラー防止）

⇒人的対策（安全教育・資格取得等）
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⑤対策の内容



 その他、安全対策に関する情報も参考にする

 （長野労働局ＨＰ、

 職場のあんぜんサイト など）

（２）RAの実施方法
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⑥改善後のリスクレベル

・改善の程度を見積もる

（答えはない）

（２）RAの実施方法
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⑦改善期限

・優先順位決定後に改善期限を設定

 （設定理由は必要だが、現実的な期限を設定）

（２）RAの実施方法
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⑧改善確認日

・実際に改善確認できた日を記入

（２）RAの実施方法



本日お話ししたいこと

（１）リスクアセスメント（RA）とは？

（２）RAの実施方法

（３）実際にRAしてみましょう【演習】

（４）その他
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例題 製造機械を用いた作業

（３）実際にRAしてみましょう【演習】
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演習 『フォークリフトを用いた運搬作業』

（３）実際にRAしてみましょう【演習】
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時間１５分

数名発表いただく予定

（３）実際にRAしてみましょう【演習】



本日お話ししたいこと

（１）リスクアセスメント（RA）とは？

（２）RAの実施方法

（３）実際にRAしてみましょう【演習】

（４）その他
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同業他社の取組事例

（４）その他
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ＲＡ誰がやるべきか？

・事業主

・安全（衛生）管理者

・職長

・専門知識を有する人 など

 ※ ＲＡは一人ではなくできるだけ複数人が関与しましょう。

（４）その他
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ＲＡを実施する前の心構え

・ＲＡの内容に答えがないこと

・職場で本気で本音で危険を話し合いましょう。

（４）その他
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ＲＡ実施の支援ツール

職場のあんぜんサイト

 リスクアセスメントの

 実施支援システム

 ttps://anzeninfo.mhlw.go.jp/risk/risk_index.html

（４）その他
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ＲＡひととおり実施した後は

・定期的に見直しましょう。

・ＰＤＣＡサイクルという定石があります。

（４）その他
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ＲＡの二次活用例

・作業手順書に盛り込む。

・ＲＡの綴を掲示して労働者に周知。

・安全教育資料として使用する。

・ヒヤリハット事例とリンクさせる。

（４）その他
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ＲＡ関係の配布資料について

・指針有

 『事例でわかる 職場のリスクアセスメント』

・チェックリスト有

 『安全衛生対策を効果的・効率的に進めましょう』

（４）その他


